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発

干リ

の

辞

一
八
五
八
年
（
安
政
五
年
）
に
創
立
さ
れ
た
慶
慮
義
塾
は
、
本
年
、
創
立
二
一
五
年
を
迎
え
た
。
創
立
一
二
五
年
記
念
事
業
と
し
て

種
々
の
行
事
が
企
画
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
法
学
部
と
し
て
参
画
す
べ
き
記
念
事
業
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
学
部
の
研
究
・

教
育
活
動
の
充
実
と
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
第
一
の
必
須
要
件
で
あ
っ
た
。
以
来
、
法
学
部
で
は
、
記
念
論
文
集
を
出

版
す
べ
く
法
学
研
究
編
集
委
員
会
に
よ
っ
て
慎
重
に
企
画
立
案
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
万
全
の
準
備
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
こ

に
、
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
、
付
法
律
学
科
、
同
政
治
学
科
、
同
一
般
教
養
関
係
、
帥
法
学
会
・
法
律
学
関
係
、
伺
法
学
会
・
政

治
学
関
係
、
約
欧
文
誌
・
法
律
学
レ
ビ
ュ
ー
、
的
欧
文
誌
・
政
治
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、の
七
冊
か
ら
な
る
記
念
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
法
学
部
専
任
の
研
究
者
に
よ
る
三
冊
、
法
学
部
出
身
の
塾
外
の
研
究
者
を
中
心
と
し
た
『
慶
麿
法
学
会
』
会
員
に
よ
る

二
冊
、
法
学
部
に
か
つ
て
訪
問
教
授
、
訪
問
研
究
員
と
し
て
在
籍
し
た
海
外
の
著
名
な
研
究
者
に
よ
る
欧
文
論
文
集
二
冊
が
出
版
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
七
冊
の
記
念
論
文
集
の
発
刊
は
、
法
学
部
の
こ
れ
ま
で
の
日
頃
の
研
究
活
動
、
研
究
者
層
の
充
実
、
学

術
交
流
の
国
際
化
、
な
く
し
て
は
到
底
実
現
し
得
な
い
大
事
業
で
あ
っ
た

二
十
五
年
以
前
、
法
学
部
は
『
慶
慮
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
』
法
律
学
関
係
・
政
治
学
関
係
・
一
般
教
養
関
係
の
三
冊
を
刊
行

し
て
い
る
。
当
時
の
法
学
部
長
前
原
光
雄
教
授
は
、
そ
の
『
護
刊
の
辞
』
で
、

・
：
一
間
宇
部
で
三
珊
の
論
文
集
を
護
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
法
皐
部
と
し
て
は
、
か
つ
て
な
い
大
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
は
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同
時
に
法
学
部
の
現
容
を
示
す
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
論
文
集
は
わ
が
慶
臆
義
塾
の
事

2 

間
的
渡
展
を
示
す
と
同
時
に
、
法
皐
部
の
皐
問
的
向
上
と
水
準
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
今
後
無
限
の
生
命
を
も
つ
で
あ
ろ

う
慶
慮
義
塾
法
皐
部
が
、
こ
の
論
文
集
に
よ
っ
て
、
創
立
後
百
年
に
お
け
る
そ
の
賓
態
を
後
世
に
停
え
る
こ
と
は
極
め
て
意

義
深
い
こ
と
で
あ
り
、
皐
聞
の
府
と
し
て
の
大
皐
の
皐
部
が
創
立
百
年
を
記
念
す
る
た
め
に
記
念
論
文
集
を
世
に
迭
る
こ
と

は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業
で
あ
る
と
信
ず
る
。

と
格
調
高
く
諮
っ
て
い
る

前
原
光
雄
・
現
名
誉
教
授
の
述
懐
か
ら
四
半
世
紀
、
こ
こ
に
七
冊
の
記
念
論
文
集
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
学
部
は
先
人
の

努
力
と
遺
産
を
継
承
し
今
日
の
慶
慮
義
塾
法
学
部
の
現
容
と
学
問
的
水
準
を
さ
ら
に
広
く
世
界
に
呈
示
す
る
に
到
っ
た
。
無
限
の
生
命

を
も
っ
法
学
部
の
学
問
的
発
展
の
た
め
の
活
動
は
、
ま
た
、
こ
の
七
冊
の
記
念
論
文
集
の
発
刊
と
同
時
に
、
次
の
一
五
O
年
を
目
指
し

て
絶
え
間
な
く
地
道
に
真
剣
に
継
続
さ
れ
推
進
さ
れ
て
い
く
に
相
違
な
い
。
そ
し
て
、
今
回
の
執
筆
者
の
な
か
の
若
い
研
究
者
層
は
、

再
び
一
五
O
年
記
念
論
文
集
に
執
筆
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
学
部
の
学
問
・
研
究
の
灯
火
は

世
代
か
ら
世
代
へ
と
、
確
固
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
信
ず
る
。

最
後
に
、
長
期
に
わ
た
り
本
論
文
集
の
編
集
に
直
接
携
わ
っ
て
き
た
宮
津
浩
一
教
授
は
じ
め
法
学
研
究
編
集
委
員
会
の
同
僚
各
位
に
、

こ
こ
で
衷
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

一
九
八
三
年
七
月
二
O
日

慶
慮
義
塾
大
学

十
時

法
学
部
長

巌
周


